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部長会議付議事案書（報告） 

（令和３年４月１日） 

提案課名 行政経営課  公共建築課  

報告者名 五味田 直史 梅沢 真紀男 

事案名 
「秦野市公共施設再配置計画・第２期基本計画案」及び「秦野市公

共施設保全計画（仮称）案」について 

     有 

資料 

     無 

提
案
趣
旨 

 公共施設の適正な配置と効率的な管理運営により、将来にわたり真に必要な施設

サービスを持続可能なものにするため、「秦野市公共施設再配置計画・第２期基本

計画案」（以下「再配置計画案」という。）を策定しました。 

 また、主要な公共建築物を将来にわたり良好な状態に保ち続けるために、中長期

的な視点に立ったコスト管理と、予防保全型の計画的な維持管理の実現を目指すた

め、「秦野市公共施設保全計画（仮称）案」（以下「保全計画案」という。）を策

定しました。 

 「再配置計画案」と「保全計画案」は、相互に関連する計画であるため、あわせ

て報告するものです。 

 なお、「再配置計画案」は、策定にあたってパブリックコメント及び議員への意

見照会を実施しますが、施設の維持管理に関する技術的な計画である「保全計画

案」は、議員への意見照会のみの実施とします。 

概
要 

１ 公共施設再配置計画・第２期基本計画 

 (1) 趣旨 

   2060年までの 40年間に維持できる施設量を試算し、削減目標を設定すると

ともに、2030年までの10年間の方向性を定め、公共施設の再配置を推進する

ものです。 

 (2) 内容 

  ア 再配置に関する方針 

   (ｱ) 方針１ 基本方針 

   (ｲ) 方針２ 施設更新の優先度 

   (ｳ) 方針３ 数値目標 

   (ｴ) 方針４ 再配置の視点 

 (3) 第２期基本計画 

   (ｱ) 第１期基本計画の実績 

   (ｲ) 第２期基本計画の効果額 

   (ｳ) 施設別事項 

 報告２ 
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概
要 

２ 公共施設保全計画（仮称） 

 (1) 趣旨 

   主要な公共建築物における、将来にわたる維持補修の「目安となる実施時

期」と「大まかな金額」を示し、全庁的に公共建築物の保全（建物が完成して

から取り壊すまでの当初の性能維持）を推進していくものです。 

 (2) 構成 

  ア 本編 

   (ｱ) 第１章 総論 

   (ｲ) 第２章 保全手法の検討 

   (ｳ) 第３章 維持補修コスト試算 

   (ｴ) 第４章 目指す方向性 

   (ｵ) 第５章 計画の運用と推進 

  イ 別冊 

   (ｱ) 第１章 コスト試算条件 

   (ｲ) 第２章 試算結果、中期計画 

経
過 

平成３１年 ４月  第２期基本計画の策定に着手【再】 

令和 ２年 ５月  計画策定に向けた基本方針（案）を部長会議へ付議≪保≫ 

 〃  １０月  公共施設フォーラム2020を市内12会場で開催【再】 

 〃  １１月  （夏の予定を延期して開催） 

 〃  １１月  フォーラム開催結果を１２月議会会派懇談会で報告【再】 

令和 ３年 １月  次期再配置計画の策定内容及び時期について政策会議付議

（原案了承）【再】 

 〃   ２月  次期再配置計画の策定内容及び時期について３月議会会派懇

談会で報告【再】 

 〃   ３月  庁内意見照会【再】≪保≫ 

今
後
の
進
め
方 

令和 ３年４月１６日 議員連絡会において報告【再】≪保≫ 

  〃  ４月１７日 パブリックコメント開始【再】 

  〃  ４月３０日 議員への意見照会〆切≪保≫ 

  〃  ５月１７日 パブリックコメント結果について議員への情報提供【再】 

  〃  ５月２６日 議員への意見照会〆切【再】 

  〃  ５月末   計画策定【再】≪保≫ 

 



















秦野市公共施設保全計画（案） 概要 令和３年４月１日
都市部公共建築課
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